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インタビュー番組におけるほめの返答の日米比較
 非言語データも含めた発話分析



















































































































受け入れ 賛同 言語 14 20
非言語 3 8
合計 17 28




回避 ほめのシフト 1 4
トピック変更 7 2
ほめ返し 4 7













































































賛同 言語 有 8 20
無 6 0
合計 14 20
非言語 有 1 8
無 2 0
合計 3 8
感謝 言語 有 2 42
無 15 0
合計 17 42































賛同 打消し（不利な情報の提供） 1 0
回避（ほめのシフト） 0 2
回避（笑い冗談照れ） 0 4




























不賛同 言語 有 6 0
無 15 0
合計 21 0













































































































ほめのシフト 受け入れ（賛同） 0 2
受け入れ（感謝） 1 2
トピック変更 受け入れ（感謝） 1 0
打消し（不賛同） 2 0
ほめ返し 受け入れ（感謝） 0 4
打消し（不賛同） 4 0
笑い冗談照れ 受け入れ（賛同） 0 4
たストラテジーを同時に（首を横に振りながら深々とお辞儀をする），あるいは逐次的に（ほめを打消
した後に相手をほめ返す）併用する場面が多く見られた。本研究では英語において相反するストラ
テジーを複合的に使用する場面は観察できなかった。
4.日本語では英語と比較して，ほめに対して非言語，パラ言語のみで返答する率がより高かった。
また，非言語を巧みに使用することによって相反するストラテジーの表現をしている場面が多く
見られた。
多くの先行研究が，他の言語に比べ日本語でのほめの返答はネガティブポライトネスに傾いてい
ることを報告していたが，非言語行動情報なども含めた本研究の分析では日本語のネガティブポラ
イトネスへの傾きはより強いものであることが明らかになった。ポジティブポライトネスの典型で
ある「受け入れ」の返答でも，ほとんどのケースで同時にネガティブポライトネスへの配慮が観察
されたからである。また，日本語のほめの返答は相反するストラテジーが頻繁に併用される複雑なも
のであり，日本語で多いとされる「打消し」でも，単に相手のほめを打消すだけではなく同時に「感
謝」を表しているケースが多く見られた。これらの相反するストラテジーの実行は多くの場合に非言
語行動を使用することによって自然に行われていたことも重要である。
日本人のステレオタイプ的なほめの返答として，「いえいえ，とんでもない。私なんか全然ダメで
すよ」などのように，自分を卑下しへりくだって相手のほめを打消す例がよく挙げられる。しかし，
本研究で浮かび上がってきた現在の典型的な日本人のほめの返答は，ネガティブポライトネスに傾
きながらも相手のポジティブフェイスへの配慮も見られる，より繊細で複雑な行動だった。また，
英語でのほめの返答も単純な「受け入れ」だけではなく，ほめへの直接的な返答を避けようとする
「回避」が多く見られ，また，好んで使用されたジョークも「自虐ネタ」が多く使用されているなど，
個人差はあるものの「謙」への配慮も多く見ることができた。どの言語でも，ほめの返答では相手
のほめを否定する失礼は避けながらも，ほめを受け入れることで思い上がった印象は与えたくない，
というジレンマが発生することは前述したが，本研究では日米で違いはあるものの，多様なストラテ
ジーを使用しながらそのジレンマに対処しているのが観察された。
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